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２．技術ＰＲ事項 

『 IoT・AI技術の導入によるプレス加工の知能化技術 』

１． 概要 

インダストリー4.0に代表される次世代産業革命の到来に伴い、ものづくり DXは避けられません。当研究室は金属
IoTや AI技術を活用したプレス加工の自動化生産システムや高度知能化プレス成形の研究開発を進めています。加
工の種類や製品形状に応じて、適切なセンサーを適切な箇所に内蔵させる金型設計・センサー技術によるプロセス
センシングや CAE との融合による素材の変形や潤滑状態の見える化システムを開発しています。さらに AI を導入し
た金型寿命予測や生産システムの自動化によるプレス加工のスマートファクトリーの実現を目指しています。図１に
知能化プレス加工システム構成を示します。図 2はセンサー情報、CAE 情報と職人の知識を融合したデジタルトリプ
レット（D3）システムの開発による人材育成と技術伝承を進めています。 

２．希望する連携内容(共同研究、試作品作りなど)と相談に対応できる技術分野 

◆ プレス加工に適したセンサー技術に関する相談 
◆ プレス加工へのＩｏＴ技術の導入に関する相談・共同研究 
◆ 知能化プレス加工技術の開発・実用化 

 

３．特記事項 

⚫ 楊 明：DX・AI・IoT が塑性加工にもたらすもの，塑性と加工，66-774(2025)，2025年 7 月 

⚫ 楊 明：塑性加工分野における DX に関する取組，塑性と加工，6-71(2023)，2023 年 11 月 
⚫ Ming YANG, An IoT platform for smart metal forming, Journal of Physics: Conference Series 2878 (2024), 
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図 1 知能化プレス加工システム         図 2 D3技術による人材育成と技術伝承 


